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　▼記念式典後は、十日町市民吹奏楽団の皆様による

　　　　　　　　　　　　　　　すばらしい記念演奏を聴きました。
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　　　　　　　　　　　　　　1P講鷺熱麹鐸詑慧鷲興
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松代中創立20周年
　11月1目は松代中学校創立20周年記念式典。

昭和54年（4979）4月、松代、奴奈川、，山平、

孟地、清水、桐山の6校が統合し誕生しました。

当時と比べ生徒数は減少しましたが、部活動や

学業、一層のレベルアッブを目指しています。
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第8回　ロ・マン24inまつだい

24時間耐久リレーマラソン

参加45チームで快走！
、，燕灘

順盤 撫暴獄麟 鎌　一　嶽　蕪 欝霧 周翻数 鍵灘騰
1 柏崎市 東　　芝　　　　　柏　　崎 7 177 377．91

2 十日町市 宇　　都　　宮　　駅　　伝　　部 7 159 340．17

3 柏崎市 T　E　P　C　O　激　走会 8 153 326．29

4 松代町 Oh！フ　ァ　イ　ト奴奈川 8 149 317．47

5 松之山町 高　橋組　ラ　ン　ナ　ー　ズ 5 148 316．44

6 上越市 上越市安江走ろ　う会 8 145 310．25

7 上越市 中　頸城走遊会　　　A 6 144 308．22

8 柏崎市 過激クラブ・柏崎刈羽 7 144 307．42

9 新潟市 新潟土木“ガッツだぜ” 3 144 307．12

10 柏崎市 青　　山　　M　　C　　C 1 139 297．37

11 新潟市 河村ランニングクラブ 1 139 296．57

12 新潟市 新潟合庁さわやかランナーズ 2 138 2⑨1．81

13 新穂村 朱鷺の里をさわやかに走る会 2 135 289．45

14 柏崎市 ’関　　電　　工　　走　　猿　　会 4 134 286．72

15 新潟市 富　　士　　通　　機　　電 7 134 285．62

16 松代町 気合　・根性　・体力 7 133 283．79

17 上越市 NTT上越「前へすすむ会」 4 132 283．16

18 上越市 中　頸城走遊会　　　B 1 132 282．46

19 長岡市 三　　尺　　玉　　爆　　走　　会 7 133 281．16

20 新潟市 ルーラルラ　ンナーズ 5 131 281．13

21 頸城村 頸　　城　　走　　遊　　会 6 131 279．23

22 新潟市 LlvelyTABEI走　ろ　う　会 3 130 278．00

23 長岡市 三条トレーニングクラブ 4 130 277．00

24 妙高村 酒　　　R　　U　　N　　24 4 131 276．90

25 妙高村 ランニングスピリッツ妙高 5 129 276．27

26 松代町 ス　ー　パー　ホ　ッ　プ　ス 2 128 273．14

27 松代町 B　・B　・Cヘーンズ 4 127 271．11

28 相川町 相川ランナーズ再び 3 126 270．18

29 松代町 松代分所ブーメランズ 8 126 269．78

30 松代町 T　　　・　　Y　　　・　　O 1 125 267．75

31 柏崎市 じょんのび　　ドボッキー 2 126 266．25

32 柏崎市 T　E　P　C　O激走Part2 7 126 266．25

33 新潟市 TO　SYSランナーズ 1 123 262．19

34 相川町 佐渡暴飲暴走連合 4 122 259．86

35 巻　　町 T　E　A　M　ひ　と　り　娘 2 121 259．33

36 糸魚川市 ヒ　　メ　　リ　　ノぐ　　一　　R　　C 5 119 255．57

37 三和村 98　“ア　　ッ　プ　三　　和” 3 118 252．24

38 浦川原村 チ　　　ー　　　ム　　　｝94 6 117 249．91

39 松代町 J　A　ラ　ン　ナ　ー　ズ 8 115 246．95

40 松代町 T　E　A　M　町　役　場 2 115 245．55

41 小千谷市 小千谷土木事務所 4 116 244．95

42 村上市 骨髄バンク＆マルクヲS 2 114 244．62

43 巻　　町 ひとつ屋根の下レディスチーム 3 114 243．62

44 十日町市 し　あ　わせ爆走計画 2 114 242．92

45 松代町 松代町商工会青年部 8 102 218．56
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。
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。
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ロ
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擬
1
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、

第
灘

七
七
周
を
駆

i
ム
（
左
表

．
ま
た
、
過

の
健
脚
四
＋

キ
・
を
＋
人
で

周
で
き
る
か

「
第
八
回
2
4

ソ
ン
」
が
松

ラ
ン
ド
と
ク

ス
を
舞
台
に

去
八
回
の
累
計
で
も
五
回
の
大
会
を

制
し
た
T
E
P
C
O
激
走
会
の
一
．
一
、

九
〇
五
キ
。
に
次
ぐ
二
、
六
〇
六
キ
。
を

記
録
。
今
回
の
大
会
で
累
計
二
千
。
。

を
越
え
た
チ
ー
ム
は
十
、
一
千
キ
。
到

達
は
二
十
八
チ
ー
ム
を
数
え
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
九
チ
ー
ム
が
参
加
。

連
続
八
回
出
場
し
、
自
チ
ー
ム
記
録

を
更
新
し
た
「
○
匡
フ
ァ
イ
ト
奴
奈

川
」
は
四
位
入
賞
。
ま
た
、
外
国
人

が
十
人
中
、
四
人
も
加
わ
っ
た
「
気

合
・
根
性
・
体
力
」
も
二
二
一
二
周
を

走
破
し
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
選
手
の
ゼ
ッ
ケ
ン
は
、

チ
ー
ム
番
号
だ
け
の
二
桁
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
読
み
違
い
も
少
な

く
な
り
、
集
計
ミ
ス
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
二
日
目
の
午
前
五

時
こ
ろ
と
競
技
終
了
時
に
雨
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
天
候
不
順
な
今
年

の
秋
と
し
て
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲芝峠温泉からも応援できます。
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明
る
い
家
庭
・
地
域
の
ふ
れ
あ
い

平
成
10
年
度
　
楓
爵
n
《
興
佛
厨

　
松
代
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
　
　
　
を
小
・
中
学
生
及
び
一
般
か
ら
募
集

議
で
は
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
環
境
　
　
　
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
慎
重
に
審
議

改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
「
明
る
い
　
　
　
し
た
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ

家
庭
・
地
域
の
ふ
れ
あ
い
」
の
標
語
　
　
　
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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の
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》
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五
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相
沢
　
美
花

準
特
選

★
え
が
お
に
は
　
や
さ
し
い

　
　
　
き
も
ち
が
　
は
い
っ
て
る

　
　
　
松
代
小
三
年
　
高
橋
貴
美
子

★
あ
の
ね
っ
て
　
お
話
し
聞
い
て
よ

　
　
　
　
　
　
の
　
サ
イ
ン
だ
よ

　
　
　
松
代
小
二
年
　
相
沢
　
一
樹

入
　
選

☆
ぼ
く
ま
も
る
　
ち
い
き
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
り
こ
と

　
．
松
代
小
一
年
　
す
ず
き
た
か
や

☆
あ
さ
お
き
て
　
げ
ん
き
な

　
あ
い
さ
つ
　
う
れ
し
い
え
が
お

　
　
孟
地
小
一
年
　
や
な
ぎ
み
ず
ほ

☆
あ
い
さ
つ
で
　
こ
こ
ろ
が

　
　
　
す
っ
き
り
　
ぽ
っ
か
ぽ
か

　
　
奴
奈
川
小
一
年
　
牧
田
　
秋
恵

☆
さ
ん
か
し
て
　
ち
い
き
の

　
　
　
ふ
れ
あ
い
　
は
じ
め
よ
う

　
　
　
孟
地
小
二
年
　
柳
　
　
　
凌

☆
な
や
み
ご
と
　
話
せ
る
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
き
だ
ね

　
　
　
松
代
小
三
年
　
駒
形
　
知
彦

☆
笑
い
声
　
家
族
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
i

　
　
　
松
代
小
四
年
　
萬
羽
　
智
雄

☆
ぽ
い
す
て
は
　
ぜ
っ
た
い

　
　
　
や
め
よ
う
　
き
れ
い
な
町

　
　
　
松
代
小
四
年
　
齋
藤
　
裕
太

☆
お
は
よ
う
と
　
今
日
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
わ
や
か
に

　
　
　
松
代
小
五
年
　
岩
崎
　
知
里

☆
幸
せ
は
　
み
ん
な
で
か
こ
む

　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
く
じ
か
ら

　
　
　
松
代
小
六
年
　
小
堺
　
裕
司

☆
忘
れ
な
い
　
一
日
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
お
手
つ
だ
い

　
　
　
孟
地
小
六
年
　
柳
　
　
太
一

《
中
学
生
の
部
》

特
　
選

★
ふ
れ
あ
い
と
　
笑
い
が
た
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ら
が
町

　
　
　
松
代
中
三
年
　
関
谷
　
大
輔

準
特
選

★
さ
わ
や
か
な
　
そ
の
二
言
が

　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ
れ
し
い
な

　
　
　
松
代
中
二
年
　
若
井
　
広
美

★
助
け
合
い
　
近
所
ど
う
し
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
致
団
結

　
　
　
松
代
中
三
年
　
柳
　
　
京
美

入
　
選

☆
こ
の
町
は
　
笑
顔
が
い
き
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
町
だ

　
　
　
松
代
中
二
年
　
齋
藤
　
巧
行

☆
増
や
そ
う
よ
　
茶
の
間
に
ひ
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笑
い
声

　
　
　
松
代
中
一
年
　
小
堺
　
純
一

☆
あ
い
さ
つ
は
　
心
が
か
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
い
言
葉

　
　
　
松
代
中
一
年
　
斉
木
　
千
春

《
一
般
の
部
》

特
　
選

★
『
ど
っ
け
だ
え
』

　
　
　
地
域
み
ん
な
の
　
愛
言
葉

　
　
松
代
小
三
年
P
　
関
谷
　
公
明

準
特
選

★
伸
び
る
子
に
　
残
し
て
や
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
い
見
本

　
　
孟
地
小
三
年
P
　
石
田
　
幸
子

★
ケ
ン
カ
で
も

　
　
松
代
中
一
年
P

入
　
選

☆
よ
そ
の
子
に

　
　
松
代
中
一
年
P

☆
に
こ
や
か
に

　
　
松
代
中
三
年
P

☆
通
学
路

　
　
松
代
4
一
年
P

　
町
で
は
へ
前
年
度
（
平

成
九
年
四
月
一
日
～
十
年

三
月
三
十
一
日
）
の
一
年

問
、
医
療
給
付
を
受
け
な

か
っ
た
国
保
世
帯
に
対
し

て
、
健
康
を
祝
し
た
記
念

品
を
お
贈
り
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
は

次
の
世
帯
が
該
当
に
な
り

ま
し
た
。

　
健
康
は
宝
で
す
。
お
互

い
が
注
意
し
合
い
な
が
ら

『
健
康
づ
く
り
』
に
努
め
ま

し
よ
・
つ
。

※
前
年
度
継
続
し
て
国
保

　
に
加
入
し
て
い
な
い
世

　
帯
や
、
平
成
十
年
十
月

　
一
日
現
在
松
代
町
に
住

　
所
を
有
し
て
い
な
い
世

　
帯
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
あ
る
だ
け
素
敵

　
　
　
　
親
子
の
会
話

　
　
　
　
　
樋
口
亜
遊
子

　
　
　
一
声
か
け
て

　
　
　
わ
が
子
も
育
つ

　
　
　
　
　
池
田
　
＝
二

　
　
　
声
を
か
け
合
う

　
　
　
　
　
心
通
う
町

　
　
　
　
　
市
川
　
綾
子

　
ゆ
き
か
う
笑
顔

　
　
明
る
い
あ
い
さ
つ

、
　
　
　
松
澤
　
明
男

峠室莇苧滝犬蓬清千田菅太　　　　松
　野平島沢伏平水年沢刈平　 〃〃〃代補聴器相談会

柳
　
　
　
勇
　
す
み
た
や

室
岡
　
ハ
ナ
　
松
栄
館

菅
井
　
ミ
ョ
　
き
ん
ぜ
ん

五
＋
嵐
利
一

　
　
　
　
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

関
谷
　
正
次

柳
　
マ
サ
ノ

高
橋
　
清
雄

柳
　
　
正
勝

片
桐
　
良
夫

小
堺
　
一
郎

小
島
　
洋
一

小
林
　
幸
一
一

柳
　
　
利
文

高
橋
　
カ
ヤ

南
雲
　
壮
介

牧
田
　
幸
雄

日時　12月12日（土）

　　午前10時～午後3時

ま
さ
み
や

は
や
し

ふ
く
ず
み
や

ま
さ
ひ
ろ
や

ほ
し
ば

あ
き
ん
ど

し
ぶ
み
や

い
ん
き
ょ

あ
ら
や
し
き

い
な
ば

に
し
う
ら
や

す
ぎ
ば
や
し

場所　老人憩いの家

　　　　　　渋海荘

　　　奮（7）一3516
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遺
族
墓
礎
年
金

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
の
　
　
　
そ
の
年
金
額
は
、

加
入
者
や
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
　
　
　
平
成
1
0
年
度
の
年
額

格
が
あ
る
人
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
　
　
　
で
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い

た
子
の
い
る
妻
、
ま
た
は
子
に
支
給

さ
れ
ま
す
．

　　　（平成10年度年額）

《妻が受ける場合》

子が1人のとき　1，029，500円

子が2人のとき　1，259，500円

子が3人目以降
　　　1人につき76，700円を加算

《子が受ける場合》

子が1人のとき　　799，500円

子が2人のとき　1，029，500円

子が3人目以降
　　　1人につき76，700円を加算

困
っ
た
わ
、
大
黒
柱
を

失
っ
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し

ま
し
よ
，
つ

　
　
　
　
　
　
　
、
奪
、

　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
ゲ

　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
陶
　
　
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
舛
，
似
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
r
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
￥
　
　
　
　
』
　
　
‘

　
　
　
，
！

　
　
　
　
（
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
蓼
．
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そ
う
だ
っ
た
わ
。

年
金
と
い
う
味
方
が

あ
っ
た
の
ね
。

す
ぐ
に
手
続
き
に

行
か
な
　
　
　
騨
帆
灘
、
野
網
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ち
ゃ
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．
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Q
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．
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＼
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碧
献
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塾
．
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□
遺
族
基
礎
年
金
を

　
　
受
け
る
た
め
に
は

　
　
亡
く
な
っ
た
人
の
保
険
料
納
付

　
状
況
が
、
以
下
の
条
件
を
満
た
し

　
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ

　
し
、
亡
く
な
っ
た
人
が
老
齢
基
礎

　
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
っ
た
場
合

　
を
除
き
ま
す
。

▼
亡
く
な
っ
た
月
の
前
々
月
ま
で

の
、
国
民
年
金
に
加
入
す
べ
き
期

間
を
み
ま
す
。

　
　
①
保
険
料
未
納
期
間
が
％
以

　
　
　
上
な
い
こ
と

　
　
②
た
だ
し
、
死
亡
日
が
平
成

　
　
　
18
年
4
月
1
日
前
の
場
合

　
　
　
は
、
最
近
の
1
年
間
に
未

　
　
　
納
期
間
が
な
い
こ
と

※
「
子
」
と
は
1
8
歳
到
達
年
度
の
末

日
ま
で
の
子
、
ま
た
は
2
0
歳
未
満
で

1
級
・
2
級
の
障
害
の
あ
る
子
で
す
。

　　　　　　　　　ゑき癖頚搬轟る轄覇驚糞艶③

減塩・ヘルシーが

　　大好評

『大杉みそ』

易
．

　
へ
沙
）
．
．
．
．

嚇
麟
　

匿
濡
・

｝
》
冷飛
．
嬬

（浦川原村）ハ易

梵
巌

　
訳
丙
　
あ

槍
鰺
ズ
　
・

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
幽

　
誓
神

■一■■■一■一■■■■■－■■9■一曝噂’■－■■■一■■■■■■一■口■■●■■■9■－●■薗－－6■0●－一■■●嗣圃■’一騨一■一■一一■一5■■一■■■0■■■■■■■■■■■■■

　
今
月
は
、
浦
川
原
村
か
ら
の
話

題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
に
重
要

な
役
割
を
担
う
「
み
そ
」
。
秋
が
深

ま
る
こ
ろ
に
は
、
庭
先
で
大
豆
を

煮
た
り
つ
ぶ
し
た
り
と
、
自
家
製

の
み
そ
造
り
が
始
ま
り
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
は
一
昔
前
。
そ
ん
な
光

景
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
味
が
、
消
え
つ
つ
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
味
を
語
り
継
ご
う
と
、
手

づ
く
り
み
そ
の
製
造
・
販
売
を
行
っ

て
い
る
の
が
浦
川
原
農
産
物
加
工

組
合
で
す
。
国
指
定
の
天
然
記
念

物
虫
川
の
大
杉
に
ち
な
み
「
大
杉

み
そ
」
と
命
名
さ
れ
た
み
そ
は
、

村
内
産
の
良
質
大
豆
と
厳
選
さ
れ

た
地
元
産
の
お
米
を
原
料
に
し
て

ま
す
。
そ
し
て
、
原
料
の
選
別
か

ら
仕
込
み
ま
で
の
一
連
の
作
業
は
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

す
べ
て
手
作
業
。
時
間
を
か
け
て
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
っ
く
り
と
熟
成
し
た
み
そ
は
、
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

減
塩
タ
イ
プ
の
ヘ
ル
シ
ー
さ
が
大
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

好
評
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
ま
た
、
「
み
そ
の
原
料
は
自
家
栽
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

培
の
も
の
を
使
い
た
い
」
と
い
う
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

方
の
た
め
に
、
原
料
持
ち
込
み
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

委
託
加
工
も
受
け
て
い
ま
す
。
大
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

豆
だ
け
、
お
米
だ
け
使
い
た
い
な
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ど
と
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
も
応
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

じ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
風
味
豊
か
な
「
大
杉
み
そ
」
を
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
お
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

買
い
求
め
は
、
大
島
村
の
青
空
市
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

場
や
松
之
山
町
の
㈲
ま
る
た
か
の
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ほ
か
、
本
村
の
霧
ヶ
岳
温
泉
ゆ
あ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

み
売
店
、
㈱
ナ
ル
ス
浦
川
原
店
の
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

自
然
芋
そ
ば
コ
ー
ナ
ー
、
浦
川
原
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

農
産
物
加
工
組
合
暦
九
－
一
二
九
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

○
で
ど
う
ぞ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

、
簸
畑
難
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さ
て
、
十
月
の
2
4
時
間
マ
ラ
ソ
ン

で
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
ド
ブ
に

落
っ
こ
ち
て
助
け
を
求
め
て
あ
え
が

ず
に
す
み
ま
し
た
。
本
当
に
な
ん
と

か
か
ん
と
か
、
1
4
週
を
走
り
抜
き
、

レ
ー
ス
に
終
わ
り
を
告
げ
る
慈
悲
深

い
銃
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
リ
レ
ー
は
本
当
に
楽
し
く
、

有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

　
二
年
前
に
走
っ
た
と
き
は
、
も
っ

と
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
ま
だ
日
本
語
が
で
き
ず
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
と
も
他
の
だ
れ
と
も
う
ま

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た

〈
喜
び
の
ゴ
ー
ル
イ
ン

▲松苧太鼓が迎えました。

と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
今
年
は
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
会
話
を
よ
り
一

層
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
し
、

他
の
テ
ン
ト
を
回
っ
て
松
代
の
人
た

ち
と
レ
ー
ス
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
他
の
人
の
所
へ

行
っ
て
激
励
の
言
葉
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

人
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
を
聞
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

正
直
な
こ
と
を
い
え
ば
、
私
は
仲
間

の
走
者
か
ら
、
筋
肉
が
痛
い
だ
の
寒

い
だ
の
寝
不
足
だ
の
と
い
う
話
を
聞

く
と
、
奇
妙
な
そ
し
て
少
し
サ
デ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
安
ら
ぎ
も
感
じ
て
い

た
の
で
す
。
た
ぶ
ん
、
そ
れ
で
苦
し

ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
チ
ー
ム
の

テ
ン
ト
に
入
っ
て
い
っ
た
の
は
、
そ

こ
で
忙
し
く
準
備
さ
れ
て
い
る
色
々

な
お
い
し
そ
う
な
食
糧
を
味
見
し
て

歩
く
絶
好
の
口
実
だ
っ
た
こ
と
も
認

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
年
の
最
高
の
思
い
出

と
な
る
の
は
間
違
い
な
く
、
走
っ
て

い
る
と
き
に
見
物
し
て
い
る
人
や
ボ

、
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
か
ら
聞
こ
え
て
く

る
励
ま
し
の
言
葉
に
な
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
2
4
時
間
、
終
始
「
が
ん

ば
マ
ッ
ト
」
の
声
を
浴
び
て
い
た
こ

と
が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
で

す
。
特
に
、
ま
っ
た
く
走
る
気
の
し

な
い
午
前
三
時
ご
ろ
は
本
当
に
う
れ

トで話ははずみます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

し
か
っ
た
で
す
。
疲
れ
も
見
せ
ず
が

ん
ば
っ
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
、
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て

く
れ
た
見
物
人
の
皆
さ
ん
、
跨
餌
爵

図
8
。
孝
の
マ
マ
さ
ん
（
鈴
木
さ
ん
）

に
も
感
謝
し
ま
す
。
外
人
が
四
人
も

（
そ
の
う
ち
二
人
は
日
本
語
が
話
せ
な

い
）
い
る
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
や
り

く
り
し
て
く
れ
た
ゆ
、
私
た
ち
が
走

る
気
の
し
な
い
と
き
も
必
死
に
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

　
　
　
　
跨
讐
屏
ぢ
仁
マ
マ
さ
ん
。

　
今
年
が
松
代
で
の
最
後
（
訳
者
注

マ
ッ
ト
さ
ん
の
任
期
は
三
年
間
で
来

年
の
七
月
ま
で
）
で
す
か
ら
、
来
年

は
こ
こ
で
走
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
帰
る
前
の
三
月
に
は
冬
の
陣
が

あ
り
、
松
代
の
人
た
ち
と
と
も
に
私

の
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

試
す
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
三
月
に
は
ま
た
一
緒
に
が
ん

ま
り
ま
し
ょ
！

（電話・面接・手紙のいずれも可）

無料相談電話　025－285－4165

相談種別 相談時間　　　相談日 ll月 12月 書月

麟譲蹴鵬隣臨． 毎週月曜日～金曜日　9：00～17：00（年末年始・祝日は除く）

・畷醐脚 （要予約）

・嚢簿　』　　『繕萎・ 13：30～16：00 毎週月曜日 2　●6　●9　●　16　●30 7・14・21 11・18・25

嚢難響馨醗饗

13：30～15：30

第1水曜日 4 2 6
灘難．　，灘‡・ 第4水曜日 27 25 22

第1火曜日 お休み 1 5
肇毒　　糠難．　 第3火曜日 17 15 19

灘鐵．難職妻難．難鞭、 第3水曜日 18 16 20

垂羅義　　1誘難、
10：00～12：00

第2金曜日 13 11 8
萎難軽懇　　義蕪 第2・4火曜日 10・24 8・22 12・26

議
．
譲蚕1額， 10：00～16：00 毎週火・木曜日
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十
月
二
十
一
日
開
催
の
「
第
4
4
回

上
越
地
区
中
学
校
駅
伝
競
争
大
会
」

で
、
松
代
中
学
校
男
子
A
チ
ー
ム
は

一
時
間
十
九
秒
の
大
会
新
記
録
（
優

勝
チ
ー
ム
と
同
タ
イ
ム
）
を
マ
ー
ク

し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
村
立
妙
高
A
チ
ー
ム
。

ま
た
、
松
代
B
は
十
位
、
松
代
C
は

二
十
九
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
参
加
五
十
三
チ
ー
ム
）

　
当
日
は
第
八
回
女
子
駅
伝
も
行
わ

れ
、
三
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
な

か
で
松
代
チ
ー
ム
は
九
位
の
好
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
準
優
勝
の
松
代
A
チ
ー
ム

の
個
人
別
成
績
を
紹
介
し
ま
す
．

　
な
お
、
十
一
月
十
四
日
に
は
新
潟

市
陸
上
競
技
場
を
会
場
に
し
て
、
県

中
学
校
駅
伝
競
争
大
会
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
．

　地区駅伝　男子チームの

　　　出場選手と記録

1区　3．6km　小堺直人　11分19秒④

2区　2．6km　佐藤陽介　7分44秒②

3区　3．2km　齋藤雄治　10分16秒④

4区　3、1km　関谷則和　9分25秒①

5区　2．7km　若月辰則　8分57秒②

6区　4．1km　池田　翔　12分38秒③

　※記録の後の○数字は区間順位

い
た
ず
ら
電
話
の
対
処
法

Q
　
い
た
ず
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き

て
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
何
か
よ
い
防

止
策
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

A
　
電
話
帳
か
ら
自
分
の
電
話
番
号

を
抹
消
し
た
り
、
番
号
を
変
更
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　
度
重
な
る
い
た
ず
ら
電
話
に
は
、

①
自
ら
は
声
を
発
せ
ず
、

　
　
　
　
相
手
の
声
を
録
音
す
る

②
警
察
に
届
け
る

③
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
処
す
る

な
ど
の
対
処
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
有
料
で
す
が
、
N
T
T
の

「
迷
惑
電
話
撃
退
サ
ー
ビ
ス
」
に
加
入

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
精
神
的
苦

痛
を
理
由
に
訴
え
れ
ば
、
暴
行
罪
が

適
用
さ
れ
、
二
年
以
下
の
懲
役
、
ま

た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
、
勾
留
、

科
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　
心

の
用

）
歯

Q
　
乳
歯
の
虫
歯
を

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お

く
と
、
次
の
永
久
歯

が
正
し
く
生
え
て
こ

な
い
と
聞
き
ま
し
た

が
本
当
で
す
か
。

A
　
確
か
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
虫
歯
に
な
っ
た
乳

歯
の
全
部
が
永
久
歯
に
影
響
を
与
え

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
永
久
歯
の
生
え
方
が
影
響
を
受
け

る
の
は
、
遺
伝
的
な
原
因
に
よ
る
も

の
も
多
少
あ
り
、
そ
の
他
に
も
乳
歯

の
虫
歯
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乳
歯
の
虫
歯
が
原
因
と
な
る
の
は
、

虫
歯
が
非
常
に
大
き
く
な
り
歯
の
根

だ
け
が
残
っ
た
よ
う
な
場
合
と
、
ま

だ
抜
け
る
時
期
で
な
い
の
に
虫
歯
等

が
原
因
で
抜
け
て
し
ま
う
場
合
で
す
。

　
普
通
の
小
さ
い
虫
歯
で
は
、
あ
ま

り
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

小
さ
な
虫
歯
だ
か
ら
と
い
っ
て
乳
歯

の
虫
歯
は
放
っ
て
お
い
て
も
よ
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

何
よ
り
も
食
べ
物
を
う
ま
く
咬
む
こ

と
か
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
乳
歯
の
虫
歯
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
歯
科
医
院
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）

求
人
申
し
込
み
に
つ

　
雇
用
失
業
情
勢
は
、
長
引
く
景
気

の
低
迷
か
ら
3
月
に
有
効
求
人
倍
率

が
1
倍
を
割
り
込
み
、
さ
ら
に
低
下

傾
向
に
あ
る
な
ど
過
去
に
例
の
な
い

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
の
廃
業
・
倒
産
等
か
ら
求
職

者
が
大
幅
に
増
加
す
る
一
方
で
、
求

人
は
激
減
し
、
再
就
職
も
容
易
で
な

い
雇
用
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

求
人
確
保
や
雇
用
の
創
出
の
た
め
の

取
り
組
み
が
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
求
人
開
拓
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
事
業
主
の
皆
様
に
現
下
の

雇
用
情
勢
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
求

い
て
の
お
願
い

人
の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
高
卒
者
の
求
人
も
昨

年
に
比
べ
半
減
し
て
お
り
、
ま
だ
多

く
の
就
職
未
定
者
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
就
職
未
定
者
の
多
く
は
地
元
就

職
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
若
年
労
働
者
の
減
少
傾
向
が
続
く

な
か
、
優
秀
な
人
材
確
保
の
好
機
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

中
・
長
期
的
観
点
で
採
用
計
画
を
再

検
討
い
た
だ
き
、
新
規
学
卒
者
の
求

人
申
し
込
み
に
つ
い
て
も
併
せ
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

畳翻潟蕎鞭れ

風を通して

　　　湿気をとる

　
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
暖
か
な
畳
の

感
触
。
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
流
行
で
畳

の
部
屋
の
な
い
住
ま
い
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
畳
の
心
地
よ
さ
を
捨
て
が

た
い
と
感
じ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る

よ
う
で
す
．

　
畳
は
本
来
、
湿
気
を
吸
っ
た
り
放

出
し
た
り
し
て
、
湿
度
を
調
節
す
る

優
れ
た
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
代
の
住
宅
は
気
密
性
が
高

く
湿
気
が
こ
も
っ
て
し
ま
い
が
ち
。

畳
を
ダ
ニ
や
カ
ビ
の
温
床
に
し
な
い

た
め
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
、
水
ぶ
き
は
畳
が
汚
れ
や
す

く
カ
ビ
の
原
因
に
も
な
る
の
で
、
な

る
べ
く
避
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
畳

が
新
し
い
う
ち
に
水
ぶ
き
す
る
と
、

イ
グ
サ
を
染
め
て
い
る
染
度
（
イ
グ

サ
の
色
つ
や
と
強
度
を
高
め
る
た
め

に
塗
ら
れ
て
い
る
）
が
落
ち
、
早
く

傷
み
ま
す
．

　
普
段
の
手
入
れ
は
掃
除
機
を
畳
の

目
に
沿
っ
て
か
け
、
週
に
一
度
ぐ
ら

い
は
、
や
は
り
畳
の
目
に
沿
っ
て
き

6



　
　
　
　
写
　
真

　
　
　
　
　
　
　
　
郡
展
賞

　
　
　
　
部
門
で

　
十
月
十
六
日
～
十
八
日
、
大
島
村

多
目
的
ホ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
「
第

17

回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
」
が
開

催
さ
れ
、
本
年
度
も
絵
画
、
彫
塑
・

工
芸
、
書
道
、
写
真
の
四
部
門
に
郡

内
か
ら
二
百
一
点
の
力
作
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
か
ら
の
出
品
は
、
写
真
部

門
が
二
十
八
点
、
書
道
二
十
点
な
ど

計
六
十
点
を
数
え
ま
し
た
。
最
も
出

品
数
の
多
い
写
真
部
門
は
郡
内
で
も

八
十
八
点
と
全
体
の
四
割
を
越
え
て

い
ま
す
が
、
郡
展
賞
は
室
野
の
邨
山

重
信
さ
ん
に
輝
き
ま
し
た
。
作
品
は

都
合
で
紙
面
に
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、

審
査
員
萩
野
均
氏
（
群
馬
二
科
支
部

　
十
月
二
十
三
日
、
松
代
町
総
合
体

育
館
を
会
場
に
「
第
三
回
ほ
く
ほ
く

線
沿
線
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
き
大
会
・

邨
山
重
信
さ
ん
（
室
野
）

　
　
員
）
の
講
評
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
郡
展
賞
　
写
真
部
門

　
　
　
「
早
朝
の
田
植
え
」
邨
山
重
信
さ
ん

　
　
　
『
朝
の
微
妙
な
時
間
帯
に
挑
戦
し
光

　
　
芒
の
中
で
の
田
植
え
作
業
を
見
事
に

　
　
作
品
に
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に
何

　
　
度
も
足
を
運
ん
で
い
な
け
れ
ば
作
り

　
　
得
な
い
瞬
間
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

　
　
努
力
の
成
果
と
思
い
ま
す
。
』

　
　
　
邨
山
さ
ん
は
、
昨
年
も
同
部
門
で

　
　
奨
励
賞
を
受
賞
、
本
年
の
県
展
で
も

　
　
入
選
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
今
回
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

　
　
す
。
ま
た
、
十
一
月
三
日
の
文
化
祭

　
　
で
は
、
ふ
る
さ
と
会
館
等
で
郡
展
の

　
　
出
品
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

第3回　ほくほく線沿線

つアミリの綱引き大会予選会

予
選
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
か
ら
十
一
チ
ー
ム
、
松
之

山
町
か
ら
は
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

敢
闘
賞

　
な
お
、

定
に
よ
り

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
る
本
体
会
へ

の
出
場
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

よ
ろ
こ
び
ラ
イ
フ
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奴
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

室
野
子
供
会
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

前
記
の
チ
ー
ム
は
大
会
規
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

、
十
一
月
十
四
日
ω
に
同
…
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
《
彫
塑
・
工
芸
部
門
》

奨
励
賞
　
若
井
鷹
之
丞
・
松
代

　
　
　
　
　
夢
追
ひ
ょ
う
た
ん

　
　
　
　
　
　
野
鳥
の
暮
ら
し

　
　
　
《
書
道
部
門
》

奨
励
賞
　
樋
口
　
堅
一
・
松
代

　
　
　
蘇
軟
詩
（
東
城
七
集
）

　
　
　
《
写
真
部
門
》

郡
展
賞
　
邨
山
　
重
信
・
室
野

　
　
　
　
　
早
朝
の
田
植
え

無
鑑
査
　
高
橋
多
一
郎
・
松
代

　
　
芝
峠
温
泉
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ

　
　
　
　
　
ジ
峰
に
懸
か
る
虹

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
鈴
木
洋
［
・
松
代

　
　
　
　
　
光
る
海

劇
団
サ
ン
・

　
　
　
　
　
上
越
市
で

　
十
月
十
・
十
一
日
の
両
日
、
上
越

市
で
劇
団
サ
ン
・
フ
ェ
イ
ス
の
旗
揚

公
演
「
ナ
イ
フ
・
ア
ン
ド
・
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
劇
団
は
、
上
越
地
域
の
二
つ

の
劇
団
が
合
同
し
、
今
春
誕
生
し
た

も
の
。
同
劇
団
は
、
東
京
で
劇
団
の

プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
た
経
験
の
あ
る

佐
藤
広
樹
さ
ん
（
室
野
・
さ
わ
）
を

中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
劇

団
員
は
十
五
名
。
毎
週
二
回
、
上
越

市
の
練
習
場
に
安
塚
町
や
大
潟
町
な

ど
か
ら
会
社
員
や
学
生
、
主
婦
ら
が

参
加
し
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
上
演
さ
れ
た
作
品
は
、
佐
藤

さ
ん
が
脚
本
を
書
い
て
演
出
し
た
も

の
で
、
名
門
高
校
の
不
純
異
性
交
遊

や
ナ
イ
フ
事
件
、
教
育
界
の
内
部
や

出
世
、
自
殺
な
ど
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

織
り
混
ぜ
て
、
「
人
間
ら
し
く
生
き
る

と
は
…
」
と
い
う
意
味
を
考
え
さ
せ

ま
す
。
劇
中
は
、
独
特
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
多
数
登
場
し
、
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。
こ
の
演
劇
が
初
め
て
と
い
う

役
者
も
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
、
笑
い
の
中
に
涙
と
感
動
を
誘
う

展
開
に
観
客
は
大
満
足
で
し
た
。

　
公
演
は
、
上
越
市
の
カ
ラ
オ
ケ
ハ

ウ
ス
で
両
日
と
も
昼
夜
二
回
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
日
間
の
総
観
客
数
は
、

三
二
六
人
と
旗
揚
公
演
は
大
成
功
。

演
劇
を
根
付
か
せ
た
い
と
い
う
佐
藤

さ
ん
の
熱
意
に
期
待
し
ま
す
。

子礁顯
轡
　
　
麟　　　　闘騙■膿醐嚥

▲右端が佐藤

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
ぶ

れ
い
な
ぞ
う
き
ん
で
乾
拭
き
す
れ
ば

十
分
で
す
。
化
学
ぞ
う
き
ん
は
畳
の

表
面
に
油
分
が
残
り
、
か
え
っ
て
汚

れ
や
す
く
な
る
の
で
厳
禁
で
す
。

　
足
の
裏
の
皮
膚
や
、
掃
除
し
切
れ

な
い
ホ
コ
リ
な
ど
で
汚
れ
が
目
立
っ

て
き
た
ら
、
住
宅
用
洗
剤
を
薄
め
た

ぬ
る
ま
湯
で
ぞ
う
き
ん
を
固
く
し
ぼ

り
、
手
早
く
拭
き
ま
し
ょ
う
。
ぞ
う

き
ん
は
数
枚
用
意
し
て
、
常
に
き
れ

い
な
面
を
使
う
よ
う
に
し
、
最
後
に

乾
拭
き
を
し
ま
す
。

　
終
わ
っ
た
ら
、
風
通
し
を
よ
く
し

て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
扇
風
機
を
利
用

す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
早
く
乾

燥
さ
せ
る
た
め
、
畳
の
手
入
れ
は
天

気
の
よ
い
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ダ
ニ
や
湿
気
防
止
の
た
め
に
、
年

に
一
～
二
回
は
畳
を
上
げ
て
、
半
日

く
ら
い
日
光
の
下
に
干
し
、
中
に
た

ま
っ
て
い
る
ホ
コ
リ
も
た
た
き
出
し

ま
し
ょ
う
。
干
す
と
き
は
、
畳
が
日

に
焼
け
な
い
よ
う
に
表
側
を
裏
に
し

て
、
二
枚
一
組
を
山
形
に
立
て
か
け

ま
す
。
畳
を
外
に
運
べ
な
い
、
干
す

と
こ
ろ
が
な
い
、
と
い
う
場
合
は
、

下
に
空
き
缶
な
ど
を
は
さ
ん
で
畳
を

浮
か
せ
、
風
を
通
す
だ
け
で
も
効
果

が
あ
り
ま
す
．

空缶を

立てて……！
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二

平成10年12月8日㈹改正時刻表

直江津⇒越後湯沢

東京までの回数券もふるさと会館で

　　　　　　好評取扱中！

棚禦番号
鎌速

翻鋼醗 雛3蘭
繊舗凋

曝羅繍灘
総翻醗

纏灘勲
蕪i還
慧麗纏蘭

曝灘鵠i卍
総㈱粥 8翻欝

醸鋤輔懸
鞠擁翻鰹 8翻醗

繕難灘懸
憩膿購

直瀧津発 552 752 737 820 849 920 959 1028 1104

灘　潟　発

楚繊き発
彊灘獺鑑難

嶽辮爽杉発

照ほ撒醗
諜纈薦購着

曾　曾　鱒　鱒　曾　韓　●　鱒　韓　9　韓　紳　⇔　概　仰　停　轄　剛

灘蒙纒・発

畢鍵鴎養

　559
　604
　610
　612
　617
　623
｝　｝　　｝　｝　　騨　喉　q　q　o　一　の　韓　韓

　624
　633

　654
　700
　706
　714
　719
　727
　736
　746

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　745
　750
　756
　807
　812
　819
噌　　噛　　o　　o　　嚇　　o　　⇔　　一　　●　　一　　一　　曹　　一　　一

　819
　833

　830
　835
　840
　843
　847
　855
　900
　910

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　926

　927
　932
　938
　941
　945
　957
　958
　1007

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　1037

　1043

　1049

　1051

　1056

　1102

　1103

　1113

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　1134

　1134

　↓

鳥　順　漸　順　階　隣　噺　｝　漸　漸　隣　隣　漸　鳥

704

714

華観縦発

識欝町蓋

636

647

714

729

753

811
↓
↓

836

900

913

925

926

↓

1010

1025

　↓

　↓

　1113

　1129

講霞騨発i
越後湯沢着

649

704

730

748

813

829
↓
841

930

946

↓
9
5 4

1026

1043

↓
1
0
5
0

↓
1
1
5
9

測藁番暑i 翻騰嵯
縦鋤鱗懸
臨8懸3鋤 8鍵剛 鎚藝襯

鰍灘鰯i
繊⑧騰薩 欝1翻

繕難i翻鵬i

臨麹鑛剛
灘籔繍．

蟹欝i懸
翻稠翻

・麟籔臨 麟蓑剛

灘鑑津発 1124 1156 1300 1346 1416 1442 1525 1519 1607

羅　潟・発

薬欝懇発

難灘鑛雛

蜘1購杉灘

慰懸載醗
談認籔・蕃
一首曽曽・倉心倉層－一一薗畠一串r　聯

灘簗灘競

雛穰騨藩
曽軸由ゆ曽－　一一一　冒一｝冒一　｝一｝　｝剛

藩禰懸発

難欝難着

　1131

　1136

　1143

　1146

　1151

　1158

　1206

　1216
一　　一　　一　　甲　　甲　　一　　9　　－　　o　　o　　一　　一　　一　　一

　1219

　1234

＿↓
緩↓

黒↓

意↓

）↓

　　↓

　　↓

　　↓

1307

1312

1319

1336

1341

1348
尊　⇔　韓　聯　卿　り　●　仰　の　卿

1353

1402

1416

1430

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓
韓　韓　韓　韓　o　・　卿　o　騨　o　噺　　噌　　噌　噂

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　1424

　1429

　1435

　1438

　1442

　1449

　1449

　1458

　1459

　1513

＿↓
羅↓

塁↓

意↓

）↓

　　↓
臨　剛　o　摩　P　P　　陣　博　P　俸　悼　　o　棒

　　↓

　1522

　1523

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　霊

　↓

　1603

　1604

　↓

　1536

　1541

　1547

　1554

　1600

　蓬60餐

　雑07

　1619

　1619

　1640

　1616

　1621

　1627

　1630

　1635

　1641

　1641

　1652

　1653

　1714

　1239

　1240

　1251

　1300

　1301

　1323

　1526

　1535

　1539

　1600

欝懸町発
越後湯澱譲

1234

1252

↓
1
3 14

↓
1
4
3
6

↓
1
5
5
5

1603

1621

↓
1
6 28

1716

1731

列辮番号
鰍獅難欝
憩欝撚

籔翻蘭 鰍融緩
麹籔嗣 8闘關

徽灘購
糊墾翻 8鞠購

鰍欝鵬i

総翻翻
錨籔剛

讐灘．，．

饗鱒灘 雛鰯羅

薩涯辮発 1707 1731 1811 1828 1926 1936 2000 2032 2115

羅　潟　発

嚢雛藩発

灘辮鵜発
、磁蝦糞移発

檬韓羅鵜発

議璽綴確
o　o　⇔　榊　嚇　“　階　階　胤　恥　噺　隠　矯　階　恩　矯　榊　幽

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓
・　韓　・　⇔　⇔　の　曽　軸　⇔　o　・　一　齢　軸

　↓

　↓

　↓

　↓

　1746

　1751

　1757

　1800

　1804

　1810
曽　軸　・　齢　⇔　・　・　一　・　一　一　〇　〇

　1811

　1820

　1820

　1835

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓
韓　　⇔　　吻　　聯　　聯　o　　一　　一　一　　曹　　曲　　〇　　一

　↓

　↓

　↓

　↓

　1843

　1848

　1855

　1904

　1910

　1916
畠　r　曹　甲　曜　一　〇　一　〇　曹　曹　一　璽　甲

　1921

　1930

　1931

　1949

　　↓

　　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　1956

　1956

　2010

　1943F

　1949

　1956

　2002

　2007

　2016

　2028

　2038

　2038

　2053

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　2044

　2049

　2055

　2058

　2103

　2109

　21H
　2126

　2127

　2148

　2124

　2129

　2135

　2138

　2143

　2157

　2158

　2207

　2207

　2222

灘轍盤発

藩擬欝篶
隣　噺漸漸　噺馴　階階殿滑疑隣滑滑購踊階階

驚羅懸発

撫鶴鍵欝

　2240

　2249

　2250

　2304

欝欝隊発
越後蕩灘灘

↓
1
7
5
7

↓
1
9
0 4

1950

2006

2011

2025

2058

2116

↓
2
0
5 1
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最終便がまつだいまで延長に！

秋の改正ダイヤ

越後湯沢⇒直江津
醐禦番暑 麗◎醐 搬饗辮 8欝聞 麗擶關 鯉霧納 獣雛鰻

総麗剛 8細幽
徽撚麟縁
潅◎麟翻
曝纏鰐
鱒㈱醗 脇2翻 83尋翻

越後湯灘発，

粛穰懸叢

734

751

832

↓

820

837

914

927

947

↓

920

936

1037

1054

難欝羅発

灘欝驚灘
剛　冒　一　罵　｝　璽r曜窺　團　｝　剛　常　r岡r曜rr｝　｝　｝

藩強灘発
灘轍継着

甲　轄　｝　一　一　｝　一　野－漸漸　博層階　騨　幹　『　卿

譲灘澄縢発

撫慰i鵡灘
鐵辮表獲発

旛鐵獺趨発

羅継き発
躍
、
灘　畿

　535
　550
　550
　559

　603
　617
　618
　632

　621
　636
　647
　656
　657
　704
　709
　712
　718
　724

　700
　714
　717
　726
齢　軸　軸　の　●　韓　⇔　●　一　一　一　楠　輔

　727
　735
　740
　742
　800
　806

　755
　811
　819
　830
⇔　⇔　⇔　●　悼　韓　o　⇔　⇔　樟　棒　輔　”　⇔

　830
　837
　844
　847
　857
　904

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓
偉　⇔　り　停　韓　頼　”　韓　輔　櫛　o　g　o

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　847
　900
　910
　925
悼　一　算　り　り　匂　り　一　”　　”　　一　〇　　鱒

　926
　932
　941
　944
　950
　956

　927
　941
　942
　　↓
｝　陣　　り　り　，　　一　り　，　　●　，　り　　甲　弾　律

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　942
　957
　1013

　1029

　1031

　1038

　1051

　1054

　1101

　1110

　1059

　1113

　1113

　1123

　1133

　1140

　1150

　1152

　1204

　1215

　600
　606
　625
　628
　635
　640

謹江溝覆 731 813 911 919 1003 1018 1042 1117 1222

鋼簗養灘 蟹灘鰐総⑧8醗 雛麟麟・ 翻8關 鰍欝騰鶏鍵購
霧鞠隔 蟹醗騰

臨舞麓馨酬
霧翻棚 8鱗縮

曝雛1欝
禰擢鵬

懸禰關 綴癖關

越後趨漢発

撫懸欝叢

1137

↓

1149

1204

1256

↓

1344

↓

1348

1405

1517

↓

　↓

　↓

　↓

　毒

　1204

　1219

　1225

　1235

　1242

　1258

　1301

　1310
略　廟　蟻　頃　車　爾　庵　o　q　順　o　嘲　廟

　1310

　1317

　1322

　1324

　1330

　1336

　↓

　1319

　1319

　↓
麟　劇　　咽　　噌　　噌　唄　噸　　噌　　噌　　咽　　“　　“　⇔

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　1331

　1347

　1347

　1403
“　嚇　噌　⇔　嚇　　嚇　櫛　一　“　Q　・　嚇　o　唖

　1407

　1415

　1420

　1422

　1429

　1435

　↓

　1407

　1414

　毒
鴨　麟　“　噌　q　q　・　嚇　嚇　聯　縣　，　僻

　↓

＿↓
羅↓

月↓

垂…↓

、冒、

）↓

　1406

　1432

　1437

　1447

　1451

　1459

　1503

　1506

　1512

　1521

　1444

　1458

　1500

　1510

　↓

　↓

　↓

　↓

　1544

　1559

　1604

　1616

　1616

　1623

　1631

　1633

　1640

　1645

　1624

　1638

　1639

　1652
，　　■　一　　一　噂　勲　，　6　0■一　一　　一　一

　1652

　1659

　1704

　1706

　1720

　1729

雛麟鞭発

難鶴縫養
一　一　一　冒　一　剛　｝　嗣　累　常　｝　剛　｝　｝　｝　｝　｝　｝

雛撮纏』発

縷鞭嚢籔灘
層層　一　－　一　－　｝　嗣　噌　幣　隔隔隔　骨　騨　骨　曽　騨

議懸灘騰発

灘懸撒醗
繊測糞杉雛

簿鋤讐鑛発

嚢蝿懸謎

躍潟雛

衛　南　●　幽　爾　一　　・　噌　嚇　嚇　⇔　鱒　⇔

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

尋　　・　　o　律　　η　　｝　　一　　印　　一　　甲　　一　　甲

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

　↓

灘海灘溝 1226 1343 1348 1442 1501 1528 1607 1652 1736

霧鑛鐵騒 購欝鰐
禰麟類

雛癖瀾
羅灘鰯i
鐙繍剛 3齪撚 霧麟關

灘欝鵬i
臨纏鑛鞭

馨難難鵬
姻緩襯

鰹逡

翻欝翻
隷犠鰻瞬
総舗繍 鱒3關

越縷湯沢発

欝譲縫懸

1648

　↓

1725

1743

1827

　↓

1831

1848

1906

　↓

1945

　↓

2040

2055

2122

　↓

2150

2205

難欝懸発
灘檬欝灘
⇔⇔韓讐騨範⇔軸⇔繋01⇔⇔』⇔’◎鳴⇔⇔

総撮鍵i雛
諜鞭懸磯』

　　↓

　1710

　1711

　　鑑

　1744

　1759

　1805

　1820

　1820

　1834

　1839

　1841

　1848

　1903

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　1851

　1905

　1911

　1纏20

　1921

　1928

　1939

　1942

　1949

　1958

　1932

　1949

　1956

　2005
一　層　層　順　o　置　一　幽　一　一　昌　一　〇

　2006

　2023

　2028

　2030

　2049

　2059

　　↓

　1929

　1931

　　↓
尋　剛　｛　－　一　一　厘　一　■卜｛　伽h　卿　｛

　　↓

＿↓
運↓

転
旦
↓
婆
↓
思
、
）
↓

　　↓

　2010

　2011

　　↓
卓　｛　一　厘　｛　6　昌　一　嶺　o　ゆ　ー　o　o

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　2101

　2112

　2113

　2122
｛　　一　　一　　6　－　　一　　，　o　”　　－　一　　一　　－

　2126

　2132

　2140

　2142

　2148

　2157

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　2207

　2223

　2223

　2233
階階矯嚇齢⇔隣階階隅騨嚇階順鱒職『⇔階

雛濾雛縢灘

礁礁糞灘・
『
『
灘
1
羅鱗
麟薄灘魑雛
難縄襲灘発．

鐵灘．灘

毒
↓
↓
↓
↓
↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

　　↓

．鍵鐵難藩 1751 1910 1916 2005 2106 2031 2049 2204 2209
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も

．わたした考1のまrぢの
　　　　　　　●■■■■　●

　　　　　　褐駈ーは

　
　
し
鳶
．

　
3
、
格
で

虞
酵
＼

憾
傑
・

0σ
“●　　●，’

　ご

へ

☆基調講演　パート1〔午後1時15分～〕

『市町村は今、

　　何をしていか：なければなら：ないか』

　厚生省介護保険制度施行準備室次長

　　　　　　　　　　　　神田裕二氏
介護保険という新しい制度導入を前に、市町村はど

う変わらなければならないのでしょうか。国が求める

市町村像とは……。

☆基調講演　パート皿〔午後2時～〕

『介護保険　行政がやるべきこと、

　　　　　　　　住民がやるべきこと』

　地方自治総合研究所政策研究部長　池田省三氏
　保険者となる市町村も、被保険者となる住民も不安

がいっぱいの介護保険。行政と住民がいっしょになって

作り上げていかなければならないこの制度について、辛

ロなアドバイス？

☆パネルディスカッション〔午後3時～〕

『介護保険　なんでもQ＆A』

　◆パネラー　神田裕二氏／池田省三氏
　◆コーディネーター　菅野弘子氏（福祉自治体ユニット事務局長）

　壇上の3人と参加者との質疑応答コーナー。官民両方
’からの疑問点を分かりやすく説明していただきます。

■主催　十日町地域介護保険共同化検討協議会

　　（十日町市・川西町・津南町・中里村・松代町・松之山町）

■協賛　福祉自治体ユニット

■後援　新潟県、十日町新聞社、十日町タイムス社、週報とお

　　かまち社、津南新聞社、ザ・ニューズ、東頸新聞、

　　新潟日報社、毎日新聞新潟支局、朝日新聞新潟支局

　　NHK新潟放送局、TeNYテレビ新潟　他

※なお、当日は町のマイクロバスで送迎しますので、バス
ご利用希望者は、l　I月20日までに役場住民課介護保険担当
（7－2220内線30）にお願いします。

　
　
　
　
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

　
　
　
ま
で
の
福
祉
制
度
と
は
全
く
変
わ
る
も
の
で
す
が
、
私
た

　
　
　
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
？
十
日
町
地
域
介

　
　
　
　
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・

　
　
　
回
、
介
護
保
険
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
の
講
演
会
を
企

　
　
　
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

　
　
　
だ
さ
い
。
新
し
い
制
度
を
よ
り
よ
い
方
向
に
進
め
る
た
め

　
　
　
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

『
］
十
一
月
一
一
十
七
日
（
金
）
午
後

曾
吉
町
市
民
会
館
奈
ー
ル

四
月
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
今

度
と
は
全
く
変
わ
る
も
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
い
っ
た
い
ど

た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
？
十
日
町
地
域
介
護
保
険
共
同
化
検
討
協
議
会

川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・
松
之
山
町
で
構
成
）
で
は
今

を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
の
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
事
前
の
参
加

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
会
場
に
お
い
で
く

い
制
度
を
よ
り
よ
い
方
向
に
進
め
る
た
め
に
も
、
一
人
で
も
多
い
皆
さ

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
一
十
七
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら

会場案内図

至津南

高　　　　　　　十日町駅
田
　　昭和町通り町
通
り

●　繊労会館 至小出

諏訪神社丹

睡團團
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鱒　

まつだいで初．グ

10月18日（日）

人
気
一
番

嚢

　
十
月
十
八
日
、
役
場
裏
の
駐
車
場

に
お
い
て
「
第
九
回
消
防
ひ
ろ
ば
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
火
災
予
防
な
ど
に
関
す

る
知
識
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
十

日
町
地
域
消
防
事
務
組
合
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
管
轄
が
上
越
地
域
か
ら
十
日
町
地

公
七

占
↑
ノ
¶

　
十
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
に
か
け

て
、
ふ
る
さ
と
会
館
一
階
の
特
産
品

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
「
讃
費
新

聞
松
代
・
松
之
山
移
動
支
局
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
聞
取
材
と
編
集
の
現
場
を
生
で

見
学
し
、
新
聞
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
毎
日
午

前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
無
料
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剣▲表情は真

●

域
に
移
っ
て
か
ら
松
代
町
で
は
初
め

て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
当
日
は
町

内
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
か
ら
も
参
加

者
が
詰
め
か
け
て
大
賑
い
と
な
り
ま

し
た
。
一
番
の
人
気
は
「
は
し
ご
車

試
乗
コ
ー
ナ
ー
」
、
役
場
庁
舎
を
見
お

ろ
す
高
さ
の
は
し
ご
車
に
子
ど
も
ら

の
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
の
早
朝
、
台
風
十
号
の
来
襲

で
開
催
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

台
風
一
過
、
透
き
通
る
よ
う
な
青
空

の
下
で
「
救
急
・
防
災
指
導
」
を
学

び
、
紙
芝
居
や
火
お
こ
し
、
落
書
き

コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

秋
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

松
之
山
移
動
支
局
開
設

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
奴
奈
川
、
孟
地

松
代
の
各
小
学
校
の
高
学
年
の
生
徒

が
体
験
学
習
と
銘
打
ち
、
写
真
現
像

や
記
事
作
成
の
現
場
を
見
学
し
ま
し

た
。
他
に
も
小
千
谷
や
安
塚
な
ど
か

ら
「
ま
つ
だ
い
駅
」
に
降
り
立
っ
た

児
童
や
一
般
客
な
ど
も
珍
し
そ
う
に

立
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
春
通
り
に
は
松
代
・
松

之
山
の
航
空
写
真
が
展
示
さ
れ
、
当

日
の
新
聞
や
特
集
記
事
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
新
聞
記
事
に
よ
る
紹
介
も
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
あ
い

ま
し
た
。
十
六
日
か
ら
は
「
山
間
の

里
か
ら
・
地
域
お
こ
し
の
試
み
」
と

題
し
て
、
棚
田
や
ハ
イ
テ
ク
フ
ァ
ー

ム
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
、
し
め
縄
、
も

ぐ
ら
な
ど
の
特
産
品
や
松
苧
神
社
、

三
九
郎
狐
像
な
ど
を
、
ま
た
、
十
七

日
～
十
八
日
は
、
商
工
会
青
年
部
主

催
の
「
ほ
っ
く
ほ
く
フ
ェ
ア
ー
」
が

同
会
館
で
行
わ
れ
、
そ
の
時
の
様
子

が
同
社
主
催
の
「
き
の
こ
講
習
会
」

と
と
も
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
写
真
電
送
装
置
な
ど

が
所
狭
し
と
並
ぶ
中
で
行
わ
れ
た
見

学
会
の
最
中
に
も
電
話
が
鳴
り
響
き

記
者
の
多
忙
ぶ
り
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

古
紙
利
用
の

　
　
　
　
　
　
『
紙
』

　
日
本
の
紙
の
生
産
量
は
ア
メ
リ
カ

に
次
い
で
世
界
第
二
位
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
日
本
国
内
で
消
費
さ
れ
、
国

民
一
人
当
た
り
の
紙
の
消
費
量
は
一

年
間
で
約
二
五
〇
キ
ロ
に
も
な
り
ま

す
。
で
も
、
紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
生

ま
れ
変
わ
れ
る
資
源
で
す
。
ご
み
に

し
な
い
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
、
地

球
に
ど
れ
だ
け
優
し
く
な
れ
る
か
、

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
。

●
一
度
使
っ
た
紙
も
大
切
な
資
源

　
紙
を
作
る
原
料
と
い
う
と
、
す
ぐ

に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
「
パ
ル
プ
」

こ
の
パ
ル
プ
は
製
材
工
場
な
ど
か
ら

出
る
廃
材
な
ど
の
パ
ル
プ
材
が
も
と

の
原
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
わ
た
し
た
ち
が
使
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か
な

る
紙
が
す
べ
て
パ
ル
プ
だ
け
で
賄
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
度
使
わ
れ
た
紙
〈
古
紙
〉
も
、
紙

を
つ
く
る
重
要
な
原
料
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
、
日
本
で
つ
く
ら
れ
る

紙
の
原
料
の
約
半
分
は
古
紙
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
古
紙
の
利
用
率
は
、
他
の
国
に
比

べ
て
低
い
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
紙
消
費
量
の
多
さ
を
考
え

る
と
、
環
境
や
資
源
を
大
切
に
す
る

た
め
に
、
さ
ら
に
古
紙
利
用
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

を
使
お
う
！

　
古
紙
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
紙
の

原
料
と
な
る
森
林
資
源
の
有
効
活
用

に
つ
な
が
り
、
大
量
の
ご
み
の
減
量

に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

紙
を
生
産
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約

に
も
な
る
こ
と
で
す
。
古
紙
パ
ル
プ

を
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
バ
ー
ジ

ン
パ
ル
プ
を
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

三
分
の
一
程
度
で
済
み
ま
す
。
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
も
、
そ
れ
だ
け
減
ら

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
古
紙
を
使
っ
た
製
品
を
使
お
う

　
古
紙
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い

る
紙
は
、
新
聞
や
雑
誌
の
用
紙
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
i
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
i
、
印
刷
・
コ
ピ
i
用
紙
な

ど
の
「
紙
」
と
段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
の

「
板
紙
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
古
紙
利
用
率
が
高
い

の
は
「
板
紙
」
で
、
「
紙
」
の
利
用
率

は
ま
だ
3
0
％
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
が
も
っ
と
古

紙
利
用
製
品
を
選
ん
で
使
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。
紙
製
品
を
買
う

と
き
に
は
、
古
紙
利
用
製
品
に
つ
い

て
い
る
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
」
な
ど

を
目
印
に
選
び
た
い
も
の
で
す
。
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雲

麹
．

璽6i

O加

　…　　一一

み
な
と
ま
ち
横
浜

散
策
と
ク
ル
ー
ズ
の
旅

実
行
委
員
長
片
山
徳
重

（
横
浜
市
鶴
見
区
在
住
・
菅
刈
・
入
脇
出
身
）

　
十
月
四
日
、
ま
つ
だ
い
駅
の
始
発

電
車
で
関
谷
町
長
、
関
谷
助
役
、
柳

企
画
振
興
課
長
、
柳
建
設
課
長
、
宮

沢
議
会
事
務
局
長
ら
五
名
の
お
偉
い

方
が
ほ
く
ほ
く
線
に
乗
り
、
一
路
文

明
開
化
の
横
浜
へ
。
抜
け
る
よ
う
な

青
空
の
も
と
、
東
京
松
代
会
百
七
〇

額
撚
城

▲横浜市鶴見総持寺

　
　
　
9
灘

　
　
　
　
　
塾
譲

鎌
難
叢
懸
、

　
　
　
　
　
礁

　
名
が
待
ち
わ
び
る
な
か
、

　
横
浜
駅
へ
お
着
き
に
な
り
、

　
握
手
で
大
変
で
し
た
。

　
　
十
時
丁
度
、
三
台
の
バ

通
り
出
発
、

総
持
寺
へ
到
着
．

’九，灘　　　　　　騒
握壁▲副都心お台場にて
手削
’に　　　　ご家族の写真です。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
は
予
定

　
　
　
　
　
最
初
の
予
定
地
、
鶴
見

　
　
　
　
　
　
　
総
持
寺
は
永
平
寺

と
並
ぶ
曹
洞
宗
の
大
本
山
で
、
元
は

石
川
県
櫛
比
村
に
あ
り
、
開
山
以
来

六
百
年
に
亙
り
法
燈
を
受
け
継
い
で

き
た
が
、
明
治
三
十
一
年
四
月
十
三

日
大
祖
堂
よ
り
出
火
し
て
し
ま
っ
た
。

再
建
に
当
り
地
元
で
と
い
う
意
見
も

強
か
っ
た
が
、
本
山
は
「
宮
城
」
を

守
護
す
る
立
場
か
ら
、
宮
城
の
あ
る

東
京
へ
移
転
し
よ
う
と
幾
つ
か
の
候

補
地
の
う
ち
、
鶴
見
の
成
願
寺
が
境

内
を
寄
進
し
て
当
地
に
建
立
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
当
日
は
丁
度
、
大
き
な
法
要
が
あ

り
、
大
勢
の
お
坊
さ
ん
が
読
経
の
最

中
で
し
た
。
総
持
寺
は
事
故
と
か
病

気
で
亡
く
な
ら
れ
て
解
剖
に
献
体
し

た
人
の
霊
を
慰
め
る
た
め
年
に
一
度

遺
族
の
方
を
招
い
て
法
要
を
行
う
。

両
側
百
人
の
お
坊
さ
ん
の
読
経
は
、

　
　
　
お
ご
そ

そ
れ
は
厳
か
そ
の
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
裕
次
郎
の
お
墓
を
お
参

り
し
た
。
傍
ら
の
墓
誌
に
刻
ま
れ
た

夫
人
ま
き
こ
さ
ん
の
詩
が
印
象
的
で

し
た
。
「
美
し
き
も
の
に
微
笑
み
を
、

淋
し
き
も
の
に
優
し
さ
を
、
た
く
ま

し
き
も
の
に
更
に
力
を
、
す
べ
て
の

友
に
思
い
出
を
、
愛
す
る
も
の
に
永

遠
を
、
心
の
夢
醒
め
る
こ
と
な
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
き
こ

　
バ
ス
は
や
が
て
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を

渡
り
外
人
墓
地
へ
、
生
麦
事
件
の
被

害
者
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
も
眠
っ
て
い

ま
す
。
続
い
て
、
日
本
初
の
全
寮
制

の
名
門
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
を
見
学
。

中
国
人
の
お
寺
、
関
帝
廊
を
参
拝
。

　
昼
食
は
中
華
街
の
ど
真
ん
中
「
華

㎜
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
及
発

　　　　　　　〆　　汐

東京　　聾聾
だより

12／5　第3回役員会／5　第3回役員会
　於県人会館（15：00～17：0

①広報委員会より会報8号

　び会費納入依頼書などの

　送状況報告

②11年度新年会最終打合せ

③まつだい冬の陣（H11／∈

　13～14）への参加計画検

④本年度の反省

勝
楼
」
。
中
華
料
理
で
舌
鼓
を
打
ち
ハ

ン
ニ
ャ
ト
ウ
を
た
く
さ
ん
戴
き
ま
し

た
。
今
年
は
良
い
こ
と
は
横
浜
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
年
頭
恒
例
の
箱

根
駅
伝
で
の
神
奈
川
大
学
優
勝
、
横

浜
高
校
の
春
夏
甲
子
園
連
覇
、
夢
国

体
、
そ
し
て
三
十
八
年
ぶ
り
優
勝
の

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
、
経
済
効
果
は

六
百
億
と
か
。
東
京
松
代
会
も
多
少

協
力
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

　
優
勝
で
賑
わ
う
繁
華
街
を
東
京
松

代
会
の
旗
を
先
頭
に
、
百
七
〇
名
の

行
列
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
、
日
本
二
局
い
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー
へ
。
高
さ
二
七
三
㌶

を
分
速
七
五
〇
㌶
、
四
十
秒
で
展
望

台
へ
。
富
士
山
始
め
六
国
が
見
渡
せ

ま
す
。
そ
れ
か
ら
山
下
公
園
の
あ
る

横
浜
港
へ
。
遊
覧
船
マ
リ
ン
シ
ャ
ト

ル
に
乗
り
赤
い
ク
ツ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
る
船
内
で
生
ビ
ー
ル
で
乾
杯

す
る
人
、
ビ
フ
テ
キ
を
頬
張
る
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
、
港
内
を
一
周
し
て
赤

　
／
討
　
　
　
巳
）
で

　
　
せ
／
検
　
　
　
沢
郎
軒
席

合
n
画
　
　
宮
資
養
出

打
H
計
　
　
　
長
浦
精
が

終
（
加
　
　
会
三
野
長

最
陣
参
　
　
創
行
注
陰

会
の
の
省
　
寸
代
カ
月

　
　
　
　
　
　
　
ホ

年
冬
へ
反
　
牧
長
会
市

　
　
　
　
　
　
　
京
会
総
れ

度
だ
1
4
度
》
東
、
回
さ

年
つ
～
年
い
印
男
3
催

　
　
　
　
　
　
　
　

n
ま
1
3
本
ど
1
喜
第
開

②
③
　
　
④
つ
／

　
　
　
　
　
　
《
n

《ひろば》

10／13　第2回役員会において

　　平成11年度の事業計画が決

　　定いたしました。

　新年総会：平成11年1月17日

　　　午前11時30分～午後2時

　　　渋谷東急文化会館7F

　　　　　ゴールデンホール

　　　会費M8，000円W7，000円

　　　実行委員長　鈴木佐一郎

　　　副実行委員長　小堺朝毅

灯
台
、
白
灯
台
の
真
ん
中
を
通
り
氷

川
丸
の
側
へ
接
岸
。
や
が
て
バ
ス
は

横
浜
駅
東
口
へ
到
着
し
た
。

　
全
員
が
ご
来
賓
の
方
々
の
前
に
整

列
。
終
り
良
け
れ
ば
全
て
良
し
と
い

う
こ
と
で
、
関
谷
幹
事
長
の
名
調
子

で
謝
辞
を
申
し
上
げ
、
関
谷
町
長
か

ら
答
辞
を
戴
い
て
、
最
後
万
歳
三
唱

で
横
浜
バ
ス
ツ
ア
ー
は
無
事
終
了
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ま
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方
々
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京
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代
会
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ハ
マ
の
旅
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
企
画
か
ら
二

年
間
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
考
え
抜
き

ま
し
た
が
、
至
ら
ぬ
処
が
多
く
反
省

の
毎
日
で
す
。
深
く
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
に
懲
り
ず
、
今
後
と
も

松
代
会
の
行
事
に
は
、
多
数
の
方
に

ご
参
集
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
い
た
し
ま
す
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　　　　羨く
おつ・

o
蔓毅灘繰 　　　　もえ

富澤　　萌、

　　4　歳
小荒戸・いしだや

　　　ゆうり
横尾悠里、
　　5　歳
松代・下町住宅

にいがた

　　サ誕垂聾譲

　　　　ヲ跡一ラ置

　県では今年3月「新潟県科学

技術大綱」を策定し、その推進

方策の一つに「次世代の科学技

術を担う人づく『）・科学技術に

親しむ環境づくり」を掲げてい
ます。

　そこで次のとおケ）一般県民向

けにフォーラムを開催すること

にしました。お誘い合わせてご

参加ください。

【日時】11月21日（土）

　　午後2時～午後4時30分
【場所】新潟県立生涯学習推進

センターホール（新潟市女池）

【定員】200名（事前申込制）

申込多数の場合は同所の大会議

室でのテレビモニター受講）

【入場料】無料です

【プログラム】

第一部　講演会（50分）

　講師　竹内均氏（東大名誉教

　授・雑誌ニュートン編集長）

　　「科学する楽しさ一

　　　おもしろ科学発想法」

第二部　パネルデスカッション

　　　　午後3時～午後4時
　　「21世紀の科学の芽を育て

　　る環境づくケ）～未来を担う

　若者を育てよう」

第三部新しい時代の科学の活

　用法講座（県研究員による

　一般向け科学技術講座）

　①まいご老人保護システム

　②お餅やご飯の無菌化技術
【お申し込み・お問い合わせ】

　県庁商工労働部新産業振興課

　技術振興係盈025－285－5511

　（内線2788）圃025－283－0661

12月1日～7日は

雪崩防災週間

　12月1日（幻から7日（月）までは

「雪崩防災週間」です。

　気温が低く降雪が続く時期や

融雪期には雪崩が多く発生しま
す。

　雪崩の兆候や危険な場所を見

つけたら、すぐに避難。松代町

役場建設課（岱7－2220）または

安塚土木事務所松代分所（費7－

2030）へ連絡してください。

冬期灘難派遣議業
参翻養募集ダ

（国庫補鋤馨業など）

　財団法人国際青少年研修協会

では、年末年始の期間を中心に

した冬期海外派遣事業の参加者

を募集しています。

　小学校五年生から高校生まで

を対象にしたオーストラリア・

タスマニア市までの野外研修活

動『オーストラリア大自然体験・

タスマニアの夏』、18歳以上で、

青少年の指導・教育に関心を持

つ方を対象にした『ネパール指

導者研修・現地学生との交流＆

生活文化体験』、『大草原のサウ

スダコタ・アメリカンカントリー

ライフ体験＆学校訪問（2月実

施）』があります。

　内容は各事業によって異なり

このうち三事業は国庫補助事業。

　詳細問い合わせ・資料請求は

　暦　03－3359－8421

　圃　03－3354－2207

　㈲国際青少年研修協会まで
〒160－OOO4　新宿区

　四谷2－11　大村ビル3階
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塵

県立松代高校生徒会誌

　　「むこうがはら」

　　　表紙絵募集！
　松代高校創立50周年を記念し

て、今年度の生徒会誌「むこう

がはら」第32号（平成11年3月

1日発行予定）の表紙絵（イラ

スト）を次のとおケ）募集します。

■応募資格　不問（在校生・同

　　　　　窓生・町在住や、

　　　　　年齢も問わない）

■内容　・自作イラスト

　　　　・白黒　・実物の大き

　　　　さは21．6×15．5cm

■応募方法　〒942－1526松代高

　校　生徒会誌編集委員会表

　紙絵募集係まで。氏名、連

　絡先電話番号を明記し、さ

　　らに応募の動機やイラスト

　　に込めた思いなどを書き添

　　えてください。

■締切　平成11年1月11日（月）

　　　　　　　　　学校必着

■選考　採用1点　佳作数点

　　　　（賞品を用意します）

■お問い合わせ　暦7－2064

　　高橋哲也・関口康子まで

《11月26日休）10：30～13：30》

「おもてなし中華」

・棒々鶏　　・中華風大根サラダ

・海老のチリソース妙め

・胡麻団子

《場所》十日町市宮田町1－5
　

東北電力㈱十日町営業所クッ

キングスタジオ「えぷろん」

《参加費》500円

《定員》18名　エプロン持参

《申込先》盈0257－52－3107
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　この貸付制度は、年金積立金

を原資とした還元融資の一環と

して、厚生年金及び国民年金に

十年以上加入している方が入学

時や在学中の教育費を低利で借

｝）ることができる制度です。

　また、この貸付は、国民金融

公庫の一般教育ローンとの併用

もできます。

〈融資金額〉

　◆学生・生徒一人につき◆

　　厚生年金保険加入中の方

　　　　　　1，000，000円以内

　　国民年金加入中の方

　　　　　　500，000円以内
〈融資利率〉　年　2．5％

　　（平成10年8月1日現在）

〈返済期間〉　8年以内

　　（据置期間は在学期間内）

〈お申し込み・お問い合わせ〉

　　㈹新潟県年金福祉協会

　　　　　　盈　025－241－6800

繕羅簾劉灘纏緩難灘簗一

　蘂戴翻禦慶
　　利用予i約の讐案内

《利用受付開始日時》

　12月1日（幻　午前9時～

《申し込み》　電話で受付

　　　　　盈　0256－77－2111

《利用できる団体》

・小学生～大学生等

（小1からの入所が可能です）

・青少年団体及びサークル

・青少年指導者、教員など

《必要経費》

・食費1，500円

・クリーニング代180円

・設置目的外利用団体の場合

（社員研修等）1人1泊1460円

15

恩給繍蔽：1

　国民金融公庫では、恩給や共

済年金を受給されていらっしゃ

る方を対象に、低利の融資を取

を）扱っています。

【お使いみち】

　住宅、教育、レジャーなどの

資金や事業資金に利用できます。

【ご融資額】　250万円以内

　（ただし、恩給や年金の

　　　　年額の3年分以内）
【利率】　年1．7％

　　（平成10年9月18日現在）

【連帯保証人】　1名以上

【担保】恩給または年金の証書

　　　をお預かりします。
【ご返済】

　ご返済金としてお客様の恩給

や年金を公庫が受け取ります。

※詳しくは、国民金融公庫高田

支店盈0255－24－2340恩給係

　いま、なぜ地方分権なのか。

地方分権によって住民生活や自

治体の行財政はどのように変わ

るのか。一緒に考えませんか。・

【日時】

　11月26日（木）13：30～16：30

【場所】　新潟県県央地域地場

　産業振興センター（三条市）

　　　　　《県央メッセピア》

【内容】第1部は東京大学経済

学部教授神野直彦氏の基調講演

「地方分権をどう捉えるか」。第

2部はパネルデスカッション新

潟大学教授池上岳彦氏がコーディ

ネーター、パネリストには地元

圏域内首長や経済界、市民団体

などを予定しています。

【問い合わせ・お申し込み先】

〒950－8570新潟市新光町4－1

　新潟県総務部新行政推進室

　a　O25－285－5511内線2135

〒955－8686三条市旭町2－3－1

　三条市総務部企画課内

　盈0256－34－5511内線314
※電話、または郵便はがきか圃

に住所、氏名、電話番号をご記

入して申し込みください。

目鐡誕韮ヨ目鎖蜘

【自衛隊生徒とは】

　専門技術者としての陸・海・

空曹を育成するため中学卒業者

を対象とした制度です。

【応募資格】

　昭和57年4月2日から昭和59

年4月1日までに生まれた男子
【受付期間】

　平成10年11月4日㈲から

　平成11年1月4日（月）まで

【一次試験】

　平成11年1月5日（幻
【試験会場】

　上越市本町6丁目
　　　　自衛隊高田募集事務所
【試験科目】

　国語・社会・数学・理科・英

語択一式（マークシート）

　作文（500字程度）

【一次試験合格発表】

　平成11年1月18日（月）

【待遇】教育期間は4年間

　　　　3年終了時に高等学校

　　　の卒業資格が取得でき

　　　ます。

身分　特別国家公務員

俸給　月額約15万円

　　ボーナス年3回支給
【お問い合わせ】

上越市本町6－1－23　自衛隊新潟

　地方連絡部　高田募集事務所

　　　　　　奮　0255－23－5519

11月は

パートタイマー相談月間

　県労政事務所では、通年事業

として労働に関する相談を受け

付けていますが、特に、11月を

『パートタイマー相談月間』と

し、パートタイマーに関する相

談事業を集中的に展開していま

す。ついては期間中、労働相談

用にフリーダイヤル電話を設置

しますのでご利用ください。

　フリーダイヤル（11月のみ）

　　　　　　盈　0120－8110－36

　通年相談電話

　　　　　　奮　0255－26－6110



＼J

い
い
な
あ

故宕

郷嚢

　
始
め
ま
し
て
、
私
は
小
堺
国
彦
と

い
い
ま
す
。
早
い
も
の
で
㈱
司
工
務

店
に
就
職
し
て
四
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
写
真
を
見
て
「
あ
っ
、
こ
の
顔

見
た
こ
と
あ
る
」
と
い
う
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
松
代
高
校
を
卒
業
後
、
一
年

国彦さん小堺

（儀明・じょうしゅう）

間
新
潟
市
に
あ
る
学
校
に
行
き
、
そ

こ
を
卒
業
し
て
、
松
代
町
に
帰
っ
て

き
て
「
あ
あ
や
っ
ぱ
り
松
代
町
っ
て

い
い
な
あ
」
と
つ
く
づ
く
実
感
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
松
代
と
い
う
所
が

人
の
優
し
さ
と
ぬ
く
も
り
と
い
う
の

を
と
て
も
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

他
の
地
域
で
は
道
を
歩
い
て
い
て
町

民
の
方
々
に
「
今
日
は
い
い
天
気
だ

の
～
、
お
ま
さ
ん
ど
こ
ん
し
ょ
だ
と

え
」
と
い
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
な
ん

て
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も

他
で
そ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
．

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
松
代
町
の
良

い
と
こ
ろ
と
い
え
ば
豊
か
な
自
然
だ

と
思
い
ま
す
。
私
が
松
代
町
に
帰
っ

て
き
て
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

野
生
動
物
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
「
こ
れ
は
貴
重
だ
！
」
と

感
じ
た
の
は
カ
モ
シ
カ
と
の
出
会
い

で
す
。
某
林
道
で
の
突
然
の
出
会
い

で
し
た
が
、
さ
す
が
に
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
は
松
代
町
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
に
加
入
し
、
毎
週
メ
ン
バ
ー

の
皆
様
と
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
こ
の
場
を
借
り
て
皆

様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
我
が
松

代
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
一

緒
に
バ
レ
ー
を
さ
れ
る
方
を
探
し
て

お
り
ま
す
。
私
も
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
方
は
毎
週
水
曜
日
に
総
合
体
育

館
に
来
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
が
楽

し
く
バ
レ
ー
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

一
声
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
な
た

も
す
ぐ
に
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
ま
す
。

と
て
も
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
季
節
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
る
ば
か

り
、
皆
様
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
楽

し
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　男　　2，234人　　（一9人）

　女2，275人（一3人）
　計4，509人（一12人）
世帯数1，443世帯（一2世帯）

　出生3人　　死亡7人
　転入7人　　転出15人
　　　（10年10月末日現在）

　　人ロの動き

圖
園
圏
圃

▼
午
前
二
時
こ
ろ
目
が
覚
め
て
し
ま
っ

て
「
困
っ
た
…
」
そ
ん
な
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
幾
度
も
そ
ん
な
夜
が
訪
れ

た
十
月
、
お
陰
で
た
く
さ
ん
の
本
が
読

め
ま
し
た
。
▼
テ
レ
ビ
や
瞬
間
的
な
判

断
が
必
要
と
さ
れ
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
と

違
っ
て
本
に
は
「
行
間
思
考
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
、
課
題
に
対
し
て
見
直
す

時
間
、
考
え
る
時
間
が
大
切
…
。
キ
レ

な
い
子
ど
も
の
た
め
に
と
題
し
た
講
演

会
で
聞
き
ま
し
た
。
▼
翌
日
は
、
十
日

町
商
工
会
議
所
が
主
催
し
た
ダ
イ
オ
キ
。

シ
ン
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
地
球
環
境

に
関
す
る
講
演
会
。
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
▼
十
七
日
の
深
夜
か
ら
十
八
日

未
明
に
か
け
て
「
し
し
座
流
星
群
」
ガ

見
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
三
十
三
年
ご
と

の
出
現
が
有
名
で
す
が
、
今
年
は
特
に

月
の
光
り
が
邪
魔
し
な
い
そ
う
で
す
。

晴
れ
て
冷
え
込
む
星
空
で
、
地
球
環
境

を
考
え
る
一
歩
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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同團《》團回
（9月26日～10月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

小島　保男・メリロカバルド、グロリアさん

　　　　（犬伏・ちゅうえん）

げんきな良い子に（出生）

　　　ま　り
清水　真理筏・一・里香さん

　（女の子・松代・下町住宅）
　　　たける
関谷　丈瑠㌧・武久・由美子さん

　（男の子・菅刈・たついん〉
　　こう　たろう
市川康太郎筏・康男・佳代子さん

（男の子・田澤・ごじゅうが｝））

ら
も
偽
き
＆
m

一
一
並
岬

ご冥福を祈ります（死亡）

判
潟
一
〇
抽
＝
血
お
皿

（
融
血
一
回
謙
串
）

小堺　初榮さん　　　　　73歳

　　　　　（蓬平・まつみね）

山賀　馬蔵さん　　　　　　82歳

　　　　（池之畑・こばやし）

齋藤　竹蔵さん　　　　　　82歳

　　　　（田野倉・こばやし）

関谷　良蔵さん　　　　　　81歳

　　　　　（松代・やすぞう）

池田　菊平さん　　　　　75歳

　　　　（田野倉・すぎはら）

、今月の納税野
（該当者にのみ通知されます）

■国民健康保険税

■水道料

■保育料

■国民年金保険料

■デイサービス使用料

■
謙
⇒
＼
首
冷
員
薄
蕪
誘
談
灘

納期限　11月30日（月）

※口座振替の方は27日㈹に

振替になります。

■
』
”
O
蒔
山
昭
N
輩
舘
癌
冊
愚
鋳
製
首
冷
E
H
汁
冊
麟
冷
認
認
蹄
誉
一
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